
＜ 夏の終わりに、みずべ公園を歩く ～ ① 植物 ＞

皆さん、こんにちは。夏休みは、いかがでしたか？じゅうぶんに楽しめましたか？「あまり…」とい

う人は、来年の楽しみが一つ増えたと思いましょう。と、自分にも言い聞かせています。
ふ

さて、また学校が始まりました。先日１日に、ひたち野うしく小の夏休み明け初仕事の後、久しぶり
はつしごと ひさ

にみずべ公園を歩きました。４年生はた

ぶん、どこの小学校でも「夏の終わりの

生きもの」観察の時期ですね？まだ暑い
かんさつ じ き あつ

ので、校庭でしょうか？四季を通して、

児童の皆さんと観察して歩いたころがな

つかしいです。

みずべ公園では、まだまだ暑いといっ
あつ

ても木や草の実に少しずつ秋が近づいて

いるのを感じました。

クリはまだイガも緑ですが、ずいぶ

ん大きくなりました。

ゴンズイは、花は淡い黄緑色で目だちませんが、実はまっ赤でよく目だちますね。1つの花から１
あわ

～３個の果実ができて、それぞれに１、２個の黒く光沢のある種子が入っています。きれいですね。こ
か じ つ こうたく し ゅ し

の色にだまされて、鳥はかたくて食べる部分のない種子を運んでくれるようです。
し ゅ し

クサギはもう花が終わりに近づいていました。春

にはひたち野うしく小４年生の皆さんに、葉の臭いを
は にお

かいでもらいましたね。とても変な臭いでした。でも
にお

花の香りはユリの花に似ているとよく言われ、とても
かお に

さわやかな甘い香りです。蜜を求めてよくハチの仲間
あま みつ

やアゲハの仲間、そしてスズメガの仲間がやってきま

すが、残念ながらこの日は見あたりませんでした。
ざんねん
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まだイガも緑だが、ずいぶんと大きくなっ

たクリ。

実の赤と種子の黒のコントラストが美しいゴンズイ。

葉と違い、花はユリに似た甘い香りを 漂 わせるクサギ。
は ちが に あま かお ただよ



コブシの実も、うっすら

赤くなりました。中にはもう

割れて、赤い種子をのぞかせ
わ し ゅ し

ているものもありました。こ

の種子をそっと引っぱると、
し ゅ し

白い糸がのびてぶら下がりま

す。まるで鳥を誘っているか
さそ

のようです。それにしても変

な形。花は中心にたくさんの

雌しべがあって、受精できた
め じゅせい

ものだけがふくらんで集まり

実になるのでこんなゴツゴツ

した形になるようです。

コムラサキシキブも、紫に色づきはじめました。これもきれいですね。

最後に、シラカシのどんぐり。以前、

双子のどんぐりを紹介しましたが、この日
ふ た ご

は三つ子のどんぐりを見つけました。一つ

のおわん(殻斗)の中に、３つの実が入って
か く と

います。皆さんも探してみませんか？おもしろいのを見つけたら、教えて下さいね。【理科支援員:宮内】
さが

赤く色づき始めたコブシの実。

紫に色づき始めたコムラサキ。

シラカシの三つ子のどんぐり。


